






 

（様式９）実施方針書 

 

〇取組体制 

日本大学及び附属病院の基本理念を念頭に、実際に利用する教職員・学生に寄り添った新学部棟

を計画します。「日本大学医学部キャンパス整備の基本構想及び報告書」を基に、「自主創造」

を育む新学部棟を実現するよう取り組みます。 

 

統括技術者と各主任技術者は、これまで多数の大学や病院の設計経験をしています。 

医療器具の専門家、環境関連（ZEB、省エネ）、ランドスケープ、照明デザイン等の専門分野の

事務所の中から適切な人員配置を行い、協力体制を整えることで細部まで緻密に計画された大学

キャンパスの設計を行います。 

 

〇設計工程・事業全体工期 

設計工程において、発注者だけでなく、日本大学を実際に利用する方たちの意見をくみ上げ、 

フェーズ毎に適した設計提案を行います。 

別紙に記載するコスト管理方針を基に管理を行い、工程への影響がないようにします。 

全体事業工期を厳守するにあたり、建築計画等の調整に対して協力体制を組み、全体事業の遂行

に向けて盤石な体制で臨みます。 
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（様式 10）実施方針書（コスト管理） 

 
 
コスト管理は 3 つの段階に分けて実施し、これをもって管理戦略と致します。 
 
◆フェーズ１：コストの算出（基本設計） 
・工事費上限額からコストデータベースや他事例のコスト情報を分析することにより 

当プロジェクでの標準値を探り基準とします。 
・検討図により調査市場単価を用いて建設工事費の概算を行います。 
・コスト削減目標の決定及び削減策の検討とその選択をします。 
 
◆フェーズ２：コストの削減（概算） 
 ・バリューエンジニアリング技術検討を行い、コストの削減を図ります。 
 ・コスト決定要因、調達方式の分析により更なるコストの削減を目指します。 
 
◆フェーズ３：各種のコントロール（実施設計・精算） 
 ・フェーズ 1、2 の実施結果により、必要な内容を設計図書に反映します。 
 ・リスク対応の検討を行います。 
 ・発注方式及び資材調達をより具体化します。 
 ・コストチェックを行うことにより、現状コストを把握します。 
                                

 

   

   

   

   

   

   

   

   

左記表の段階を経て 

工事費上限額を下回る 

線へ導いていきます。

上記の流れに沿ったコスト管理を行い、計画内容に対して的確な市場実勢価格を反映する
ことで、発注者・設計者及び受注者の三者が不利益を被ることなく、適正な価格帯で計画
内容が実現できると考えます。具体的には、基本計画の段階から予測コストを設計にフィ
ードバックし、基本設計から実施設計へと進む流れの中で、コスト変動の要因となる以下
５つの側面から徹底したコスト分析と、コスト決定要因を把握した管理手法を用います。 
以下、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記は常に相互の関連性を持っており、どれか一つ或いは二つが突出していると、コスト
バランスを欠いた施設となり、イニシャル、ランニングともにコストの増大に繋がります。
それぞれのコストウェイトが一定の範囲にあることを計画初期の段階からモニタリング
していくことで、大切な資金を最大限に活かし、価値の高い大学施設にする事をお約束致
します。 
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平面計画による変動コスト 

階高計画による変動コスト 

構造計画による変動コスト 

設備計画による変動コスト 

外装デザインによる変動コスト 
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